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図 1 授業中心に展開する e-Learningモデル
いう点にある。




























































3. 2. 3. 利用者別機能

















































































































































































































知能情報 プログラミングシステム 4年生・夜 9名(0名
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目的 回答者 平均 選択肢
①受講できなかっ 通学生 3.13 1 全く利用し










④学生やュ教ニ員ケとの 通学生 1.46 5 :非常によく
コミ ー
























①教員(話者)の音声は聞きやすかった 2.95 1 全くあては
②質問者など教員以外の音声は良 まらない










































































①e-Leamingは便利だ(利便性) 4.37 1 全くあては
②またe-Leamingで学習してみたい まらない
(継続性) 3.91 2 あまりあて
③e-Leamingの授業を増やしてほし はまらない
3.87 3 :どちらともい(授業増加) いえない
④e-Leamingのみで単位を取得可能
3.5 4:よくあてはにしてほしい(単位取得) まる
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